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 Ringhals1 号機の BOC14～17 の APRM データに特異値分解を適用し、炉心安定性に関わる成分を抽出

し、その自己相関関数から沸騰水型原子炉の安定性の指標とされている減幅比を推定した。 
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1. 緒言 

沸騰水型原子炉においては局所出力領域モニター(LPRM)雑音信号に自己相関関数(ACF)法や自己回帰モ

デルを使用して出力振動を減幅比として評価する。また、この手法に様々な信号処理を加える事で減幅比

をより正確に評価する方法が提案されている。これまでに、特異値分解を適用して炉心安定性に関わる成

分を抽出し、ACF 法を使う解析が Ringhals1 号機の BOC14 の実験データに適用されており[1]、本研究で

は同手法で他の BOC15～17の実験データを解析した。 

2. 解析手順 

LPRMの平均をとったAPRM信号に特異値分解

を適用し、信号を抽出して ACF を求めた。データ

のサンプリング周期は 0.08[s]である。出力振動の

周期は 2[s]前後であるので、共分散の次元数は過

去の研究結果から振動の 2 周期分に対応する 48

と設定した。また、減幅比を評価する適切な分解

信号を抽出するために次のアルゴリズムを定めた。

①ACFの 2番目の極大値が出力振動の 2周期分を

超えない位置にある。②ACF の 2番目の極大値が

0.3以上である。③振動数が 0.4～0.55[Hz]である。

④極大値と極小値が減衰している。なお、①～④

を満たすものが複数ある場合は特異値が最大のも

のを選ぶこととした。以上に基づいて抽出した分

解信号の ACF において 2 番目の極大値から 5 番

目までのデータに最小二乗法を適用し、減幅比・

周波数を評価した。 

3. 結果 

BOC14～17の減幅比・周波数の評価結果を図 1、2に示す。参照解は OECDの Ringhals1号機安定性ベ

ンチマーク最終報告書で評価されたものを引用した[2]。本解析・アルゴリズムでは求めることのできない

ケースが 3つあった。BOC14、16では減幅比と周波数の評価結果は参照解とおおむね一致したが、BOC15、

17のように参照解の減幅比が小さなケースでは大きな差異があった。 
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